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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 18 年 4 月 28 日の決算発表時に公表した平成 19 年 3 月期（平成  
18 年 4 月 1日～平成 19 年 3 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたし
ます。 
 

記 
 
１．平成 19 年 3 月期中間連結業績予想数値の修正（平成 18 年 4 月 1 日 ～ 平成 18 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） １１，１０１ ２，７６０ １，６１０ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） １０，２９３ ２，９９４ １，７５０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △８０７ ２３３ １３９ 

増 減 率            （％） △７．３ ８．５ ８．７ 

（ご参考） 
前期実績（平成 18 年 3 月期中間） 

１０，６９５ ３，１２１ １，５５０ 

 
２．平成 19 年 3 月期中間個別業績予想数値の修正（平成 18 年 4 月 1 日 ～ 平成 18 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） １０，４１４ ２，７８２ １，６３４ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ９，３３４ ３，０００ １，７６４ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △１，０８０ ２１８ １２９ 

増 減 率            （％） △１０．４ ７．９ ７．９ 

（ご参考） 
前期実績（平成 18 年 3 月期中間） 

１０，０４８ ３，０８５ １，５４２ 

 
 
 



３．平成 19 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 18 年 4 月 1 日 ～ 平成 19 年 3 月 31 日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ３１，５９２ ６，８３０ ４，０１９ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ３１，３０４ ６，８３０ ４，０１９ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △２８７ － － 

増 減 率            （％） △０．９ － － 

（ご参考） 
前期実績（平成 18 年 3 月期） 

３６，５９９ ７，５７０ ４，２０３ 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 28 円 36 銭 

 
４．平成 19 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 18 年 4 月 1 日 ～ 平成 19 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ２９，８３７ ６，８３３ ４，０３２ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ２７，５１４ ６，８３３ ４，０３２ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △２，３２３ － － 

増 減 率            （％） △７．８ － － 

（ご参考） 
前期実績（平成 18 年 3 月期） 

３４，９７５ ７，４２４ ４，１３４ 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 28 円 46 銭 

 

５．修正の理由 

平和不動産の不動産仲介事業において見込んでいた売上高および売上原価が中間、通期ともに減少

することとなったため修正するものであります。 

上記の理由により平成 19 年 3 月期中間連結業績予想は、売上高を 10,293 百万円に修正し、一方、

営業費用の一部が下期の計上となったことから、経常利益は 2,994 百万円、中間純利益は 1,750 百万

円に修正いたしました。 

中間個別業績予想の修正につきましても、同様の理由によるものであります。 

平成 19 年 3 月期通期連結業績予想および通期個別業績予想につきましては、それぞれ売上高を

31,304 百万円、27,514 百万円に修正し、経常利益、当期純利益は前回発表予想と同額としておりま

す。 

 

※業績予想につきましては、現時点において合理的と判断するデータに基づいて作成しており、様々な

不確定要素が内在しているため、実際の業績は予想数値と異なる可能性があります。 

 
以  上 


